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万博の森の育成について　《令和４年度第２回緑整備部会（1２/9開催）　委員コメント》


〇　モデルエリアの調査結果について
・モデルエリア3-3とその周辺に広がっているトケイソウについては是非とも対策をとってほしい。
 モデルエリア内に限らず、万博の森で繁茂しているつる植物については、日常管理の範囲内で高木に
巻き付いているものは早期に切除、伐根を。[今西委員] 
・草刈りを外注すると、どうしても大雑把な施業になってしまう。つる植物の根元を切るところは外注、
巻き付いたつるの除去は別途手作業で丁寧に除去するといった対応はできないか　[山田委員]
・台場仕立ての萌芽再生状況は今後も調査を行い、どのように管理するかを考えていただきたい　[山田委員]
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〇　モデルエリアの補植計画について
・北摂山系から採取した種子から育成した苗木で補植を行うことや、園内の実生を活用して移植すること等素晴らしい計画。うまくいった場合は万博の森の成果として対外的に発信を。[今西委員] 
・万博の森は粘土質の土壌が多く排水性が悪い可能性があるため、穴を掘って水が抜けるかどうかを確認したうえで補植した方がよい。[大藪委員] 




〇　万博の森の林型の再検討と上津道補植について
[image: ]・北摂の山系で採取した種子から育成した苗木を活かし補植する計画は万博の森のコンセプトに合っている。一度に多くの苗は用意できないと思うので、
用意できた苗から補植し、補植後は生育状況を確認することで北摂山系の種子から苗木を育成して定着させるまでのノウハウを確立させるという
取り組みがいいのでは[今西委員] 
・園路が長いので歩きながら景色の変化を楽しめるような風景づくりが今後の課題。季節でテーマをつくる方法や里山タイプ別に周辺樹林に調和した
低木を選定する方法がある。補植した種の名前の由来や特徴等を解説した看板も景観を損ねない程度に設置すると自然観察にも使えてよいと思う。
[今西委員]
・園路全体を見据えたうえで各区間の補植をどうするか考え、今後の園路全体の補植の際に適用できるルールを決めていくのがよい。
現状では統一感がないと感じる。現在の植栽状況と日照条件及び土壌条件、園路の機能からゾーニングを行い、ゾーンごとの穏やかな目標像を
決めて整備スケジュールを検討するように進めれば園路全体の補植の考え方が体系的にわかりやすく、やるべきことが具体的に見えてくるのでは。
[井原委員]
・雑草対策として補植を行うという話があったが、補植が対策にならない種もあるので雑草対策と補植は分けて考えていただき、当座の雑草対策を
盛り込みつつ進めた方がよい。特に日当たりのよい場所は一気に雑草が繁茂するため、あまり悠長にはしていられない。 [山田委員]
・補植計画で湿潤とされている箇所も含め、伐採により日当たりや風当たりがよくなり乾燥化が進んでいる。補植後の管理として、バークやチップを
まくという話はあったが、何らかの形で乾燥化を防がなければ枯れてしまう可能性がある。また、バークをまくと道端にゴミが出るという問題もあるので
検討が必要。[大藪委員] -1-
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